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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 34,074 13.3 1,912 5.1 2,392 5.4 2,040 △0.9
2022年３月期 30,085 5.8 1,819 29.1 2,270 28.6 2,058 69.8

（注）包括利益 2023年３月期 2,880百万円 （54.9％） 2022年３月期 1,858百万円 （△45.9％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2023年３月期 72.45 － 3.7 3.5 5.6
2022年３月期 73.19 － 3.8 3.4 6.0

（参考）持分法投資損益 2023年３月期 40百万円 2022年３月期 27百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 70,977 56,302 79.1 1,992.64

2022年３月期 67,302 54,378 80.6 1,927.39

（参考）自己資本 2023年３月期 56,155百万円 2022年３月期 54,240百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2023年３月期 1,485 △2,812 △1,001 13,871
2022年３月期 3,147 △159 △863 16,141

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00 844 41.0 1.6

2023年３月期 － 20.00 － 20.00 40.00 1,127 55.2 2.0

2024年３月期（予想） － 20.00 － 20.00 40.00 75.2

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 17,500 12.5 1,060 3.7 1,210 △12.1 740 △17.5 26.26

通期 35,500 4.2 2,100 9.8 2,350 △1.8 1,500 △26.5 53.23

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

　(注)　2023年３月期　　　第２四半期末配当金の内訳　普通配当15円00銭　創立80周年記念配当　5円00銭

　　　　2023年３月期　　　期末配当金の内訳　　　　　普通配当15円00銭　創立80周年記念配当　5円00銭

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期 32,732,800株 2022年３月期 32,732,800株
②  期末自己株式数 2023年３月期 4,551,198株 2022年３月期 4,590,649株

③  期中平均株式数 2023年３月期 28,168,850株 2022年３月期 28,128,939株

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、〔添付資料〕４ページ「１．経営成績等の概況」の「(４) 今後の見通し」をご覧
ください。

（決算補足説明資料の入手方法）
　決算補足資料は、2023年５月15日に当社ホームページに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績及び概況

　当連結会計年度における世界経済は、地政学的な緊張によるエネルギー・原材料価格の高騰、欧米におけるインフ

レ加速に伴う金利上昇、金融不安などから減速感が高まる状況となりました。緩やかな改善傾向が続く国内経済も資

源高や円安を背景とする物価上昇などにより、先行き不透明な状況が続いています。

　このような環境の中、当社グループにおきましては、中期経営計画「Ｇ－２０」のゴールである2023年３月期の連

結業績目標の達成に向け、各種施策を実行しました。また、長期的ビジョンへの取り組みとして、生駒事業所の立ち

上げ準備や国内関係会社の統合決定など、事業拡大に向けた大型投資とともに基盤整備を行いました。

　このような状況の中、当連結会計年度における当社グループの受注高は、熱交換器事業及びバルブ事業は好調に推

移したものの、プロセスエンジニアリング事業において顧客の設備投資の見直しや延期などがあったことにより、前

年度に比べ0.2％減少し34,621百万円となりました。売上高は、豊富な受注残などから全ての事業セグメントで増収

となり、前年度に比べ13.3％増加し34,074百万円となりました。

　利益面では、原材料価格の高騰に加え、インフレ手当の支給決定による人件費増加や各種引当金の計上などがあっ

たものの、プロセスエンジニアリング事業の売上増加要因による利益率の改善などにより、営業利益は前年度に比べ

5.1％増加し1,912百万円となり、経常利益は前年度に比べ5.4％増加し2,392百万円となりました。また、前年度に引

き続き、特別利益に政策保有株式の縮減による投資有価証券売却益を計上したものの、その他特別損失や税金費用等

が増加したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は前年度に比べ0.9％減少し2,040百万円となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりです。

『熱交換器事業』

　熱交換器事業は様々な産業で不可欠となる、流体の加熱・冷却を行うプレート式熱交換器などを製造・販売する

事業です。

　受注高は、前年度に比べ10.1％増加し14,059百万円となりました。国内外でメンテナンス関連の需要が拡大した

ほか、半導体製造プロセスや空調、給湯器などに使用される中小型汎用品が好調に推移したことなどにより増加と

なりました。

　売上高は、前年度に比べ14.8％増加し13,418百万円となりました。受注同様に中小型汎用品やメンテナンスが好

調に推移したほか、前年度から受注が回復傾向にある船舶向けが増加したことなどにより増収となりました。

　セグメント利益は、製品保証及び貸倒引当金の計上や新基幹システムの導入費用などから、前年度に比べ32.2％

減少し814百万円となりました。

『プロセスエンジニアリング事業』

　プロセスエンジニアリング事業は、レトルト食品などの調理殺菌装置、医薬品の滅菌装置や培養装置及び繊維製

品の染色仕上機器などを製造・販売する事業です。

　受注高は、前年度に比べ12.5％減少し15,536百万円となりました。食品機器において、原材料や建築資材の高騰

による顧客の設備投資の見直しや延期があったほか、前年度に医薬機器、染色仕上機器の大口案件を受注した反動

により、減少となりました。

　売上高は、前年度に比べ14.5％増加し15,869百万円となりました。海外を中心に染色仕上機器が増加したほか、

医薬機器でも滅菌装置や培養関連の大口案件があったことなどにより増収となりました。

　セグメント利益は、売上が増加したことなどにより、前年度に比べ136.3％増加し833百万円となりました。

『バルブ事業』

　バルブ事業は、様々な流体の制御に使われるボールバルブなどを製造・販売する事業です。

　受注高は、前年度に比べ21.0％増加し4,934百万円となりました。海外の化学向けに大口案件を受注したほか、

部材確保の動きの活発化などから引き合いが好調に推移したことなどにより増加となりました。

　売上高は、前年度に比べ5.5％増加し4,696百万円となりました。海外大口案件を納入したほか、短納期品の受注

が堅調に推移したことなどにより増収となりました。

　セグメント利益は、売上が増加したことなどにより、前年度に比べ5.6％増加し339百万円となりました。
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熱交換器事業 プロセスエンジニアリング事業 バルブ事業 その他事業

受注高 14,059（　10.1％） 15,536（△12.5％） 4,934（　21.0％） 90（ 　1.3％）

売上高 13,418（　14.8％） 15,869（　14.5％） 4,696（ 　5.5％） 90（ 　1.3％）

セグメント利益 814（△32.2％） 833（ 136.3％） 339（ 　5.6％） 66（ 　3.2％）

『セグメント別業績』                                            （単位：百万円／（％）前年同期比増減率）

(2）当期の財政状態の概況

（資産）

　当連結会計年度末の資産は70,977百万円となり、前連結会計年度末67,302百万円から3,675百万円の増加となり

ました。

　流動資産は35,274百万円となり、前連結会計年度末35,404百万円から130百万円の減少となりました。主な内訳

は、現金及び預金14,865百万円、売上債権10,474百万円及び棚卸資産9,895百万円であります。主な減少要因は、

現金及び預金2,479百万円であります。

　固定資産は35,703百万円となり、前連結会計年度末31,897百万円から3,805百万円の増加となりました。主な内

訳は、土地7,299百万円、建設仮勘定4,644百万円及び投資有価証券13,284百万円であります。主な増加要因は、建

設仮勘定4,514百万円であります。

（負債）

　当連結会計年度末の負債は14,675百万円となり、前連結会計年度末12,924百万円から1,751百万円の増加となり

ました。

　流動負債は11,907百万円となり、前連結会計年度末10,442百万円から1,465百万円の増加となりました。主な内

訳は、仕入債務5,334百万円であります。主な増加要因は、契約負債701百万円であります。

　固定負債は2,767百万円となり、前連結会計年度末2,481百万円から286百万円の増加となりました。主な内訳

は、繰延税金負債2,532百万円であります。主な増加要因は、繰延税金負債279百万円であります。

（純資産）

　当連結会計年度末の純資産は56,302百万円となり、前連結会計年度末54,378百万円から1,923百万円の増加とな

りました。主な内訳は、資本金4,150百万円、資本剰余金8,818百万円、利益剰余金40,501百万円及びその他有価証

券評価差額金6,022百万円であります。主な増加要因は、利益剰余金1,055百万円であります。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税金等調整前当期純利益の計上2,840

百万円や投資有価証券の売却による収入1,065百万円等の増加要因があったものの、固定資産の取得による支出4,978

百万円や棚卸資産の増加1,467百万円等の減少要因があったことにより、前連結会計年度末の16,141百万円から2,270

百万円減少し、当連結会計年度末では13,871百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は1,485百万円となりました。

　これは、棚卸資産の増加があったものの、税金等調整前当期純利益の計上や減価償却費の計上が上回ったためで

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、支出した資金は2,812百万円となりました。

　これは、長期預金の払戻による収入があったものの、固定資産の取得による支出が上回ったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、支出した資金は1,001百万円となりました。

　これは主に、配当金の支払によるものであります。
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2022年３月期 2023年３月期

自己資本比率 80.6　％ 79.1　％

時価ベースの自己資本比率 33.2　％ 35.5　％

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 0.0　年 0.1　年

インタレスト・カバレッジ・レシオ 5,030.3　倍 1,341.0　倍

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり

当期純利益

（参考）

受注高

上期 17,500 1,060 1,210 740 26円26銭 18,400

下期 18,000 1,040 1,140 760 26円97銭 18,600

通期 35,500 2,100 2,350 1,500 53円23銭 37,000

≪参考≫キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　※１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

　※２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

　※３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

　※４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象と

しております。

(4）今後の見通し

　新型コロナウイルス感染症は収束に向かいつつあるものの、地政学リスクの高まりなど、世界経済は極めて不安定

な状況となっております。一方、CO2削減やエネルギーシフト、その他環境対策、各種資源のロス削減など、サステ

ナブル社会の実現に向けた動きは、「流体の熱と圧力の制御技術」をコア技術とする当社グループにとって、更なる

成長の機会であると捉えております。

　このような状況の中、当社グループは本年４月より新たな中期経営計画「Ｇ－２３」をスタートいたしました。市

場ニーズに迅速かつ的確に対応するべく、グループが一丸となり、新製品・サービスの開発や生産体制の強化など諸

施策を進めてまいります。中期経営計画「Ｇ－２３」の詳細につきましては、本日付けで別途開示しております「中

期経営計画に関するお知らせ」をご参照ください。

　以上により、2024年３月期は次の連結業績を予想しております。

　なお、2024年３月期より非連結子会社であったHISAKA MIDDLE EAST CO., LTD.を新たに連結の範囲に含めておりま

す。

　≪参考≫『連結業績予想』（2023年４月１日～2024年３月31日）　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）業績見通しにつきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて判断しており、今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。なお、国際会計基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、国内外の情勢を考慮の上、適切

に対応していく方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,345 14,865

受取手形 1,942 906

売掛金 5,418 6,985

電子記録債権 1,949 2,582

商品及び製品 2,079 2,685

仕掛品 5,085 4,909

原材料及び貯蔵品 1,209 2,299

その他 382 199

貸倒引当金 △9 △160

流動資産合計 35,404 35,274

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,302 16,367

減価償却累計額 △10,300 △10,716

建物及び構築物（純額） 6,002 5,651

機械装置及び運搬具 11,305 11,421

減価償却累計額 △9,612 △9,926

機械装置及び運搬具（純額） 1,693 1,495

土地 7,271 7,299

建設仮勘定 129 4,644

その他 4,736 4,935

減価償却累計額 △4,271 △4,462

その他（純額） 464 472

有形固定資産合計 15,562 19,562

無形固定資産

ソフトウエア 254 214

のれん 101 79

その他 271 218

無形固定資産合計 627 512

投資その他の資産

投資有価証券 12,910 13,284

退職給付に係る資産 1,029 1,406

その他 1,767 937

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 15,707 15,628

固定資産合計 31,897 35,703

資産合計 67,302 70,977

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,178 3,152

電子記録債務 1,849 2,182

未払法人税等 537 509

契約負債 2,755 3,456

製品保証引当金 123 259

賞与引当金 724 832

その他 1,273 1,513

流動負債合計 10,442 11,907

固定負債

繰延税金負債 2,252 2,532

退職給付に係る負債 133 148

その他 96 86

固定負債合計 2,481 2,767

負債合計 12,924 14,675

純資産の部

株主資本

資本金 4,150 4,150

資本剰余金 8,818 8,818

利益剰余金 39,446 40,501

自己株式 △3,957 △3,923

株主資本合計 48,457 49,546

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,435 6,022

繰延ヘッジ損益 △22 △1

為替換算調整勘定 208 319

退職給付に係る調整累計額 161 267

その他の包括利益累計額合計 5,783 6,609

非支配株主持分 137 146

純資産合計 54,378 56,302

負債純資産合計 67,302 70,977
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

売上高 30,085 34,074

売上原価 23,196 26,364

売上総利益 6,889 7,710

販売費及び一般管理費 5,069 5,798

営業利益 1,819 1,912

営業外収益

受取利息 8 10

受取配当金 339 378

持分法による投資利益 27 40

為替差益 74 47

その他 36 41

営業外収益合計 486 517

営業外費用

支払利息 0 1

手形売却損 1 1

休止固定資産維持費用 30 32

その他 3 2

営業外費用合計 35 37

経常利益 2,270 2,392

特別利益

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 493 554

特別利益合計 495 555

特別損失

固定資産除売却損 6 71

80周年記念行事費用 － 35

特別損失合計 6 107

税金等調整前当期純利益 2,758 2,840

法人税、住民税及び事業税 704 835

過年度法人税等 △90 －

法人税等調整額 76 △48

法人税等合計 689 786

当期純利益 2,068 2,053

非支配株主に帰属する当期純利益 10 12

親会社株主に帰属する当期純利益 2,058 2,040

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当期純利益 2,068 2,053

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △428 587

繰延ヘッジ損益 △20 20

為替換算調整勘定 219 117

退職給付に係る調整額 17 106

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △5

その他の包括利益合計 △210 826

包括利益 1,858 2,880

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,848 2,867

非支配株主に係る包括利益 10 13

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,150 8,820 38,231 △3,990 47,210

当期変動額

剰余金の配当 △843 △843

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,058 2,058

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △1 32 31

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △1 1,215 32 1,246

当期末残高 4,150 8,818 39,446 △3,957 48,457

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整
勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 5,863 △1 △12 143 5,993 130 53,335

当期変動額

剰余金の配当 △843

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,058

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 31

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△428 △20 220 17 △210 7 △203

当期変動額合計 △428 △20 220 17 △210 7 1,043

当期末残高 5,435 △22 208 161 5,783 137 54,378

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,150 8,818 39,446 △3,957 48,457

当期変動額

剰余金の配当 △985 △985

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,040 2,040

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △0 34 33

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △0 1,055 34 1,088

当期末残高 4,150 8,818 40,501 △3,923 49,546

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整
勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 5,435 △22 208 161 5,783 137 54,378

当期変動額

剰余金の配当 △985

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,040

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 33

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

587 20 111 106 826 8 835

当期変動額合計 587 20 111 106 826 8 1,923

当期末残高 6,022 △1 319 267 6,609 146 56,302

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,758 2,840

減価償却費 1,130 1,045

のれん償却額 22 22

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 150

製品保証引当金の増減額（△は減少） △33 135

賞与引当金の増減額（△は減少） 37 108

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △268 △223

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16 15

受取利息及び受取配当金 △347 △388

支払利息 0 1

為替差損益（△は益） △76 △53

持分法による投資損益（△は益） △27 △40

投資有価証券売却損益（△は益） △493 △554

固定資産除売却損益（△は益） 4 70

80周年記念行事費用 － 35

売上債権の増減額（△は増加） 253 △1,154

棚卸資産の増減額（△は増加） △588 △1,467

仕入債務の増減額（△は減少） 785 286

契約負債の増減額（△は減少） 195 663

未払消費税等の増減額（△は減少） △81 154

未収入金の増減額（△は増加） 13 △25

その他 △85 284

小計 3,210 1,906

利息及び配当金の受取額 347 388

利息の支払額 △0 △1

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △410 △808

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,147 1,485

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △195 △95

定期預金の払戻による収入 195 195

長期預金の預入による支出 △0 △10

長期預金の払戻による収入 1,000 1,010

固定資産の取得による支出 △1,792 △4,978

固定資産の売却による収入 1 0

投資有価証券の取得による支出 △5 △4

投資有価証券の売却による収入 772 1,065

関係会社株式の取得による支出 △121 －

保険積立金の積立による支出 △10 △9

保険積立金の解約による収入 2 12

その他 △5 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △159 △2,812

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △3 △3

リース債務の返済による支出 △9 △10

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △846 △983

非支配株主への配当金の支払額 △3 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △863 △1,001

現金及び現金同等物に係る換算差額 95 58

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,219 △2,270

現金及び現金同等物の期首残高 13,922 16,141

現金及び現金同等物の期末残高 16,141 13,871
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

　当社グループは製品・サービスに基づき、「熱交換器事業」「プロセスエンジニアリング事業」及び

「バルブ事業」の３つを報告セグメントとし、これらに該当しないセグメントを「その他」としておりま

す。

　各セグメントは、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。

　各セグメントの製品概要は次のとおりです。

　熱交換器事業は様々な産業で不可欠となる、流体の加熱・冷却を行うプレート式熱交換器を製造・販売

する事業です。

　プロセスエンジニアリング事業は、レトルト食品などの殺菌装置や、医薬品の滅菌装置、繊維製品の染

色仕上機器などを製造・販売する事業です。

　バルブ事業は、様々な流体の制御に使われるボールバルブなどを製造・販売する事業です。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に掲げる会

計処理基準の記載内容と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益又は損失は、営業利益をベースとした数値であります。

　報告セグメントの資産は、報告セグメントが保有する売上債権、棚卸資産及び事業用固定資産の数値で

あります。

　また、本社等の共用資産については各報告セグメントに配分しておりませんが、関連する費用について

は合理的な基準に基づいて各報告セグメントに配分しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
熱交換器

プロセスエン

ジニアリング
バルブ 計

売上高

外部顧客への売上高 11,691 13,853 4,451 29,996 89 30,085

セグメント利益 1,201 352 321 1,875 64 1,940

セグメント資産 13,058 11,516 3,824 28,399 930 29,329

その他の項目

減価償却費 597 345 148 1,091 10 1,102

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
569 143 54 768 － 768

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
熱交換器

プロセスエン

ジニアリング
バルブ 計

売上高

外部顧客への売上高 13,418 15,869 4,696 33,983 90 34,074

セグメント利益 814 833 339 1,987 66 2,054

セグメント資産 14,943 11,429 4,151 30,523 919 31,443

その他の項目

減価償却費 571 289 134 995 10 1,006

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
194 179 81 455 － 455

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、発電事業等であります。

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、発電事業等であります。
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売上高  前連結会計年度  当連結会計年度

報告セグメント計 29,996 33,983

「その他」の区分の売上高 89 90

連結財務諸表の売上高 30,085 34,074

利益  前連結会計年度  当連結会計年度

報告セグメント計 1,875 1,987

「その他」の区分の利益 64 66

のれんの償却額 △22 △22

全社費用（注） △115 △123

棚卸資産の調整額 △8 9

その他の調整額 25 △6

連結財務諸表の営業利益 1,819 1,912

資産  前連結会計年度  当連結会計年度

報告セグメント計 28,399 30,523

「その他」の区分の資産 930 919

全社資産（注） 37,991 39,544

棚卸資産の調整額 △19 △9

連結財務諸表の資産合計 67,302 70,977

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 1,091 995 10 10 28 39 1,130 1,045

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

768 455 － － 996 4,500 1,764 4,956

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

（単位：百万円）

（注）全社資産は、報告セグメントに帰属しない余剰資金運用や長期投資資金及び管理部門に係る資産

等であります。

（単位：百万円）

（注）減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各セグメントに帰属しない共

用資産における投資額等であります。
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前連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

１株当たり純資産額 1,927.39円 1,992.64円

１株当たり当期純利益 73.19円 72.45円

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当連結会計年度
（2023年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 54,378 56,302

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 137 146

（うち非支配株主持分（百万円）） (137) (146)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 54,240 56,155

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
28,142,151 28,181,602

前連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 2,058 2,040

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（百万円）
2,058 2,040

普通株式の期中平均株式数（株） 28,128,939 28,168,850

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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４．その他

　・補足情報（ＩＲ情報）
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